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令和８年度 事業計画 

 

    令和８年度について、当協会は幼少年体育指導者の養成とその資格認定

に関する事業、並びに幼少年体育指導者が幼少年の養成講習会の開催を行

う。そして社会的認知の促進と時代のニーズを的確に捉え、幼児体育指導

者の技能の向上だけでなく新規に志す者を全国に多数輩出していく。特に

上位級の指導者、多面的多角的に子どもに携わっていく講習の増大、協会

本部検定員・講師の教育研鑽と技能向上を行い、幼児体育指導者会員は勿

論のこと子どもから幼少年全てに携わる者への指導技術の向上を目指す。  

 オーダーメイド研修等現場環境に即した講習会や現場で使うあそびネ

タ・導入時段階的な指導方法やネタ・現場対策も視野に入れた視点での検

定で不足している内容の新企画も作成していく。それに付随するテキスト

や資料作成も今年度進めていく。  

 

１ 幼児体育健康教育講習会の開催・実施 

幼児体育指導者資格認定試験に合格し資格を取得した幼児体育指導者

のレベルの維持と、最新の指導要領の講習及び意見交換・交流を目的とし、

幼児体育健康教育講習会を計画し開催・実施する。 

昨年度の実施に鑑み運動会シーズンに該当する前期期間の４月～８月

は主として運動会演目を行い、９月～１月は現場指導・保育活動・幼児教

育等子どもと関わっていく内容を中心として取り上げる。 

幼児体育指導者資格の更新者に対し特別講習が年度末（主として１月以

降）資格会員の能力向上の場を提供していく。 

年間通じて、現場研修や実習研修（現場に合わせたニーズの研修）を取

り入れ、幼児体育を通じて幼児へのアプローチの具現化を計る。 

現場再現性や段階的な目標達成ももちろんであるが、指導者・保育者・

教員等のモチベーションや個性を高めるために、魅力、パフォーマー、楽

しさ、やる気にさせる演目も重視していく。 

 

別紙 幼児体育健康教育講習会日程 

 

２ 幼児体育指導者検定の策定・実施 

幼少年の体育指導に必要な理論、及び実技について、当協会が設定する

レベルに応じた理論試験、実技試験（試験問題は、資格審議委員会での検
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討・承認を得たものとする。）を計画し実施する。試験会場は協会が自ら

準備する会場（一般会場と称する。）と協会が試験実施施設として認定し

た認定校を会場（認定校会場と称する。）として実施する認定試験は、協

会の資格認定員（検定員）が実施し試験結果に基づき資格審議委員会の承

認を得て資格を認定する。その際の理論から実技、抽象から具体を目標と

する学習指導要録・幼稚園の考え方と、当協会の源流である〝たくましさ

づくり〟の手法の１つである保育の中での運動あそびや子どもに関わり

本来の自由あそびへ導いていくかも考慮に入れ、将来的に目標を各人に達

成させていくために、保育所保育指針の考え方も生かしながら、多方面に

活用できる検定を作り上げていく。 

 

別紙 一般会場資格認定試験日程 

別紙 認定校会場資格認定試験日程 

 

 

 

３ その他  

 １）幼児体育指導者検定・資格部門  

①ウェブ・SNS 普及により映像等の活用  

②再現性・具現性の高い商品・サービスの拡充  

③段階的指導と導入を活かす指導法  

④上位資格（プロフェッサーＡ・Ｂ、準検定員・検定員）の拡充  

２）幼児体育健康教育講習会部門  

 ①参加者等によるニーズの引き出し方 

 ②教材・映像教材の作成 

 ③特別更新講習会の実施 

④新規講習講師・演目充実 

⑤教職員正課体育指導（定期的な教育や研修） 

⑥オーダーメイド研修の実施 別紙 

⑦魅力・やる気・楽しさを引き出す方法 

３）その他 

 ①「たくましさづくり」に関する事業の援助・支援 

 ②日本健康・スポーツ教育学会の支援、情報交換 

  ③外部研修や現場指導（教育）による、本部協会検定員講師の質的向上  

  ④文科省の提唱する「生きる力」「幼児期運動指針」の推進と普及や具
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現化（当協会も創設当初から行っている①「たくましさづくり」を通

した理論と現代のニーズに合ったものの具現化）  

  ⑤保育所保育指針における幼児体育部門の具現化  

  ・保育士（それを志す）受験者、受講者の啓蒙や  

  ⑥誰でもができる（体育やスポーツ関係者以外でもできる）検定・講習

会の啓蒙と普及と刷新  

  ⑦定期的且つ恒常的な指導が本来技能を向上させていくものであり、  

   毎週、毎月講習実施、原則幼児を面倒みたり指導したりする保育士や

幼稚園教諭・スポーツ関連者であるが要望があれば未収園児や小・中

学生を面倒みたり指導したりする保育士・幼稚園教諭・スポーツ関連

者を正課中・課外時にも講師育成を行う。  

  ⑧以上を鑑み、認定校会場の登録をせずとも条件が合えば一般会場扱い

として随時行う。  

  ⑨映像普及等におけるペーパーレスの推進  

  ⑩協会本部検定員の育成と、外部検定員の研鑽育成  


